
発
行
所

島
根
日
日
新
聞
社

〒

出
雲
市
今
市
町

693
｜
0001

743
｜
22

山
陰
あ
れ
こ
れ

番
外
編

令
和

年

月

日
（
掲
載
予
定
な
し
）

131

3

5

8

菅
江
真
澄
の
遊
覧
記
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

菅
江
真
澄
（
宝

暦

四

＝

一

七

五

四

～

文

政

一

二

＝

一

八

二

九

）
）

は
、
三
河
（
愛
知
県
）
生
ま
れ
。
三
十
歳
で
旅

に
出
て
、
主
に
東
北
各
地
や
南
北
海
道
を
、

四
十
六
年
に
わ
た
っ
て
巡
り
、
七
十
六
歳
で

羽

後

（
秋

田

県

仙

北

市

）
で
亡

く
な
っ
て
い

る
。
信
濃
（
長
野
県
）
本
洗
馬
が
旅
の
ス
タ
ー

も

と

せ

ば

ト
で
、
一
年
間
滞
在
。
そ
れ
以
外
に
主
な
滞

在
地
と
し
て
、
秋
田
県
の
男
鹿
半
島
に
四
年

間
。
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
松
前
に
四
年
間
。
羽

後
（
仙
北
市
）
で
亡
く
な
る
ま
で
二
十
七
年
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

石
井
正
己
氏
（
東
京
学
芸
大
学
教
授
）
は
、
菅
江
真
澄
の
遊
覧

記
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

真
澄
は
二
百
年
前
に
各
地
の
人
々
と
交
流
を
重
ね
、
さ
り
げ

な
い
暮
ら
し
や
習
俗
を
文
章
や
三
〇
〇
〇
点
以
上
も
図
絵
化
し

た
記
録
は
、
全
世
界
に
も
見
当
た
ら
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
右
の
ナ

マ
ハ
ゲ
は
、
真
澄
の
描
い
た
も
の
の
一
つ
で
実
際
は
カ
ラ
ー
で
あ
る

が
、
石
井
教
授
の
著
書
『
旅
す
る
菅
江
真
澄

和
歌
・
図
絵
・
地
名

で
た
ど
る
』
（
三
弥
井
書
店
）
の
五
十
一
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
モ

ノ
ク
ロ
写
真
を
転
載
し
た
た
め
、
単
色
な
の
で
あ
る
。

筆
者
は
昭
和
四
十
五
年
七
月
二
十
六
日
に
松
江
市
美
保
関
町

七
類
で
森
脇
キ
ク
さ
ん
（
明
治
三
十
九
年
生
）
か
ら
、
次
の「
鉈
取

ら
れ
物
語
」
な
る
昔
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
菅
江
真
澄
の
著

書
『
は
し
わ
の
わ
か
葉
』
に
出
て
い
る
語
り
物
「
鉈
取
ら
れ
物
語
」

が
、
こ
こ
山
陰
で
は
昔
話
に
変
化
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

〽
と
ん
と
昔
が
あ
っ
た
げ
な
。
／
と
ん
と
隣
の
唐
六
左
衛
門
が

鉈
を
借
り
に
行
き
た
げ
な
。
／
つ
い
た
ち
の
日
に
行
き
た
ら
、「
つ

い
も
ど
い
た
」
。
／
ふ
つ
か
の
日
に
行
き
た
ら
、「
不
都
合
な
こ
と
ば

っ
か
り
言
わ
さ
る
」
。
／
み
っ
か
の
日
に
行
き
た
ら
、「
見
た
こ
た
ぁ

に
ゃ
（
無
い
）
」
。
／
よ
っ
か
に
行
き
た
ら
、「
用
の
に
ゃ
（
無
い
）
に
何
で
ご
ざ
っ
た
か
」
。
／
い
つ
か
に
行

き
た
ら
、「
い
つ
の
こ
と
、
疾
う
も
ど
い
た
」
。
／
む
い
か
に
行
き
た
ら
、「
無
理
な
こ
と
ば
っ
か
り
言
わ

と

さ
る
」
。
／
な
の
か
に
行
き
た
ら
、「
何
の
こ
と
だ
か
」
。
／
よ
う
か
に
行
き
た
ら
、「
よ
も
よ
も
（
本
当

に
）
よ
う
来
た
な
あ
」
。
／
こ
こ
の
か
に
行
き
た
ら
、「
こ
こ
に
は
に
ゃ
（
無
い
）
」
。
／
と
う
か
に
行
き
た

ら
、
と
う
と
う
も
ど
さ
だ
っ
た
。
／
そ
っ
で
昔
こ
っ
ぽ
り
。

菅
江
真
澄
の
お
か
げ
で
当
地
の
語
り
も
そ
の
古
さ
が
証
明
さ
れ
た
。
石
井
教
授
の
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

記
録
遺
産
登
録
の
主
張
に
大
い
に
賛
同
す
る
筆
者
な
の
で
あ
る
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）

真澄の描く男鹿半島のナマハゲ

「鉈取られ物語」の舞台となった松江市美保関町七類 （筆者撮影）


